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スマートテレビの
時代がやってくる！
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政策評価の
国会報告について 

外からの視点を取り入れて
新たなつながりを生み出すまち

鹿児島県 鹿屋市

地方のかがやき
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1
若手企業人地域交流プログラム

都市と地方の交流の懸け橋に！
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鹿
屋
市
役
所
で
は
、
総
務
省
が

推
進
す
る
「
若
手
企
業
人
地
域
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
通
じ
て
民
間

企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
た
2
名
の
若

手
職
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
損

害
保
険
会
社
で
自
動
車
事
故
の
対

応
や
保
険
金
支
払
い
を
担
当
し
て

き
た
大
槻
さ
ん
と
、
外
食
情
報
サ

イ
ト
運
営
会
社
で
生
産
者
と
飲
食

店
を
結
び
つ
け
る
提
案
型
営
業
を

行
っ
て
き
た
後
藤
さ
ん
で
す
。

　
「
黒
豚
や
カ
ン
パ
チ
な
ど
、
鹿

屋
は
食
材
の
宝
庫
な
の
に
知
名
度

が
な
い
。
こ
れ
ら
の
特
産
品
を
全

国
区
に
で
き
た
ら
」
と
後
藤
さ

ん
。
外
か
ら
の
視
点
に
よ
る
率
直

な
意
見
は
、
鹿
屋
市
活
性
化
の
貴

重
な
ア
イ
デ
ア
源
で
す
。
ま
た
、

若
い
2
人
に
と
っ
て
は
新
た
な
フ

ィ
ー
ル
ド
で
の
経
験
が
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
保
険

会
社
で
は
顧
客
と
の
信
頼
関
係
が

大
切
で
し
た
が
、
そ
れ
は
市
役
所

も
同
じ
。
市
民
全
員
が
顧
客
な
の

で
、
き
め
細
か
な
対
応
か
ら
は
学

ぶ
こ
と
が
多
い
で
す
」
と
大
槻
さ

ん
。
市
の
職
員
た
ち
に
と
っ
て
も

彼
ら
の
存
在
は
刺
激
に
な
り
、
好

循
環
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

鹿屋市の特産品をPRする若手2
人。左から、農林商工部産業振興
課の後

ご

藤
とう

虎
こ

南
なん

さん、農林商工部
商工観光課の大

おお

槻
つき

裕
ひろ

紀
き

さん。

市が運営する「かのや
ばら園」でバラの切り
花を手伝う大槻さん。
ばら園の運営やイベン
ト企画、全国へのPR
展開など、精力的に取
り組んでいる。

養豚農家の福留さ
んと情報交換する
後藤さん。“食”の
分野を中心に、ブ
ランド化と販路開
拓に携わっている。

空き家を活用した
ユニークな集落再生！

地方力

2
「やねだん」の
迎賓館事業

　

鹿
屋
市
串
良
町
の
柳
谷
集
落
。

地
元
で
「
や
ね
だ
ん
」
と
呼
ば
れ

る
小
さ
な
集
落
で
は
、
空
き
家
を

改
修
し
た
「
迎
賓
館
」
に
7
人
の

芸
術
家
が
移
住
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。「
歴
史
あ
る
建
物
が
空
き

家
に
な
っ
て
荒
れ
て
い
く
の
は
も

っ
た
い
な
い
。
き
ち
ん
と
修
理
す

れ
ば
集
落
の
核
と
な
る
ス
ポ
ッ
ト

に
再
生
で
き
る
」
と
柳
谷
町
内
会

長
の
豊
重
哲
郎
さ
ん
。
集
落
の
自

主
財
源
と
住
民
の
力
だ
け
で
空
き

家
を
改
修
し
、
全
国
か
ら
芸
術
家

を
募
集
し
ま
し
た
。「
芸
術
は
人

を
呼
ぶ
し
、
子
ど
も
の
感
性
を
育

て
ま
す
か
ら
ね
」

　

こ
の
「
迎
賓
館
事
業
」
が
ス
タ

ー
ト
し
て
以
来
、
I
・
U
タ
ー

ン
者
が
増
え
、
集
落
に
子
ど
も
が

増
え
ま
し
た
。「
う
ち
の
子
は
集

落
の
み
な
さ
ん
に
育
て
ら
れ
て

い
ま
す
し
、
う
ち
に
も
い
ろ
ん
な

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
ま
す
よ
」

と
話
す
の
は
、
や
ね
だ
ん
生
ま
れ

の
子
を
も
つ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
河

野
精
一
さ
ん
。
集
落
全
体
で
子
ど

も
た
ち
を
見
守
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
輪
と
、
芸
術
に
気
軽
に
触
れ

ら
れ
る
環
境
が
「
や
ね
だ
ん
」
に

。

元スーパーの空き家を改装した「ギャラリーや
ねだん」。芸術家たちの作品展示はもちろん、
近所の子どもたちの創作の場にもなっている。

迎賓館1号館で絵画を創作す
る、やねだん第1号アーティスト
の石原啓行さん。「移住して6
年になりますが、新しい仲間がど
んどん増えて刺激になります」

迎賓館6号館でろくろを
回す陶芸家の村久木孝
志さん。「集まって焼酎を
飲むのがいいコミュニケー
ションになっています」

「感謝」と「感動」が支える
行政に頼らない集落づくり
柳谷町内会長 豊重哲郎さん

　私が自治公民館長に就任した平成8 すには「感動」が必要です。得意分野

年、集落人口の減少や急速な高齢化 で活躍できる感動、「ありがとう」と言わ

が問題となっていました。集落再生には れる感動、身近な問題が解決できた感

自主財源が必要です。住民総出でサツ 動。これらの繰り返しで、自分の働きの

マイモを栽培し、焼酎などに加工して販 成果が自分に返ってくることに気付くの

売。その売上をさらに土着菌の製造や です。地道な活動の積み重ねで、全戸

空き家の改修など、地域づくりに活用し に1万円のボーナスが還元でき、人口も

ています。 増加しました。心を一つにして取り組んで

　住民の自主的な参加意識を生み出 くれる「やねだん」の住民に感謝です。

牛小屋を改装した美術館の横で、豊重さんを囲
むやねだんの芸術家たち。
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